
21 - 16
23 - 8
11 - 25
21 - 16

-

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

4 * 3 8 8 15 1 1 1 1 1 2 4 2 2 0

5 * 2 7 2 8 0 0 0 0 0 0 1 3 1 0

6 * 0 0 10 18 0 0 1 8 4 12 1 2 3 3

7 * 0 2 0 5 0 0 1 2 2 4 8 14 3 0

8 - - - - - - - - - - - - - -

9 - - - - - - - - - - - - - -

10 * 0 10 10 18 0 1 4 6 22 28 5 1 5 3

11 - - - - - - - - - - - - - -

12 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 0 0 0 1

13 - - - - - - - - - - - - - -

14 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0

15 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 4 4 3

5 27 30 64 1 2 7 18 36 54 23 23 14 7

ＣＴＯ

 Team B   県立能代工業

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT タイムアウトは経過時間で表示しています

4 * 1 8 3 7 0 0 4 0 2 2 5 2 4 2

5 * 0 0 2 8 0 0 2 2 9 11 4 1 0 2

6 * 0 2 4 11 1 1 3 2 2 4 3 1 4 0

7 * 3 14 8 19 1 2 1 3 2 5 3 4 3 1

8 * 5 6 1 2 0 0 0 0 2 2 2 0 2 0

9 0 2 0 2 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0

10 - - - - - - - - - - - - - -

11 - - - - - - - - - - - - - -

12 - - - - - - - - - - - - - -

13 - - - - - - - - - - - - - -

14 - - - - - - - - - - - - - -

15 - - - - - - - - - - - - - -

0 2 6 8 0

9 32 18 49 2 3 12 9 24 33 18 8 13 5

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会　第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Team A

76 65

Team B

試 合 日 2015年8月1日
桜丘

2

 Team A   桜丘

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

県立能代工業開始時間 11:40

会　　場 ハンナリーズアリーナ

コ ー ト Ｍ
（愛知県） （秋田県）

試 合 順

粂　辰弥 10 38:41

中尾良平 20 40:00

ST BS PT

鈴木　空 26 38:13

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

髙木稜梧 - DNP

MBODJ　LAMINE 20 37:11

髙橋理輝 0 40:00

井上　涼 - DNP

横山　遼太郎 - DNP

宮脇イゴル 0 3:26

今田涼斗 - DNP

DIAGNE　COULOU 0 2:29

大井崇幹 - DNP

Ｆ PT

合　　　計 76 200

RATE

№ Ｓ

18.5% 46.9% 50.0%

Team / Coach: 江﨑　悟

選　手　名

ＯＴ１３・４Ｐ

斉藤　大輔

PTS
３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 34:13

39:15

40:00

6:250

-

-

-

-

-

-

28.1%

9

4

9

ＯＴ３ ＯＴ４

: :

１・２Ｐ

65 200

RATE 36.7% 66.7%

DNP

DNP

DNP

DNP

ST BS
REBOUND

DNP

13:19 :

40:00

戦評

TeamA

ＯＴ２

:
18:59 :

16:12
:

DNP

主審 戦評

合　　　計

25:43

児玉　海渡

Team / Coach: 栄田　直宏

柴田　一真

冨樫　優汰

植村　太一

山田　柊人

小室　望海

金久保　翔

盛實　海翔

中村　碧杜

大髙　祐哉

: :37:43
36:36

:
39:16

:

記録倉口 勉

髙畑　陸

TeamB

40:00

TO AS

戸井田　明 南陽高校　

26

17

副審 岩木 太郎

34:20
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得
点

時間（分）

得点経過
桜丘 県立能代工業

インターハイ男子準々決勝。愛知県代表桜丘と秋田県代表能代工業の一戦である。

第１Ｐ、桜丘はハーフコートマンツーマン、能代工業は、オールコート２－２－１ゾーンからの２－３ゾーンで開

始。堅さのある桜丘に対して、能代工業が＃７の３Ｐやファーストブレイクからの連続得点で最高の立ち上がりを

見せる。このまま離されたくない桜丘も＃７の絶妙なアシストからの得点から次第に落ち着きを取り戻し、＃４の

得点で一気に逆転に成功する。この後お互い点の取り合いとなり、２１対１６と桜丘がリードして終了する。

第２Ｐ、桜丘は＃１０にボールを集め、その力強いプレーで得点を重ね、点差を徐々に広げていく。能代工業

は、桜丘の自在なスイッチディフェンスを攻めあぐね、点が止まる。たまらず、能代工業はタイムアウトを要求す

る。しかし、桜丘は流れを渡さない。＃５の３Ｐや＃６のリバウンドが生き、点差をさらに広げ、４４対２４と桜丘が

リードして終える。

第３Ｐ、お互いディフェンスは変わらず。桜丘は、前半同様＃１０を中心に攻撃を展開する。能代工業は、なか

なかこれを止めることができない。このまま、離されたくない能代工業も意地を見せ、猛追を始める。＃７の２本

のバスケットカウントや必死のディフェンスから一気に点差を縮める。桜丘も＃４の３Ｐで返すも、能代工業＃８

の３Ｐのブザービーターが決まり、５５対４９と桜丘がリードして終える。

第４Ｐ、能代工業は＃４、＃８の３Ｐが決まり、流れを維持する。しかし、桜丘も＃４が３Ｐを２本沈め、流れを引

き戻し、点差を広げる。能代工業も必死のディフェンスをするも７６対６５と桜丘が準決勝に駒を進めた。

01m2



個人トータル表

男　子 平成27年7月31日 11:40 開始

３回戦

◎ 22 25
96 17 11 79

19 13
38 30

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 盛實　海翔 15 1 5 2 0 4 出口　琢也 2 0 1 0 5

* 5 中村　碧杜 12 0 5 2 2 * 5 小谷　健太 35 7 7 0 2 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 斉藤　大輔 21 0 7 7 1 6 松尾　季風 7 0 3 1 2 TeamA 5:04 18:27 : : : : : : :

* 7 小室　望海 27 2 8 5 2 * 7 葛原　海都 2 0 1 0 4 TeamB 14:25 19:36 33:12 33:48 36:10 : : : :

* 8 大髙　祐哉 7 1 2 0 1 * 8 ﾘﾝﾀﾞｰ ﾗｲｱﾝ雅輝 10 0 5 0 2

9 髙畑　陸 10 0 5 0 4 9 濱田　貴流馬 0 0 0 0 0

10 金久保　翔 0 0 0 0 0 10 松本　雅樹 0 0 0 0 0

11 柴田　一真 - - - - - * 11 川口　廉人 15 4 1 1 0

12 冨樫　優汰 - - - - - * 12 古谷　太一 0 0 0 0 2

13 植村　太一 4 1 0 1 0 13 前山　英之 8 2 1 0 0

14 山田　柊人 - - - - - 14 大竹　一雅 - - - - -

15 児玉　海渡 - - - - - 15 髙岡　圭汰朗 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 栄田　直宏 0 ｺｰﾁ 色摩　拓也 0

Aｺｰﾁ 杉沢　政 Aｺｰﾁ 滝井　慎

合　　　計 96 5 32 17 10 合　　　計 79 13 19 2 17

　　主審： 安西 郷史

　　副審： 伊藤 亮介

戦評： 記録： 京都すばる高校

３・４Ｐ

尽誠学園

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｂ

2nd

ハンナリーズアリーナ

1st

戸井田　明

１・２Ｐ

（香川県）

県立能代工業

（秋田県）

3rd
4th
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得
点

時間（分）

得点経過 県立能代工業 尽誠学園

〔 戦 評 〕

インターハイ３回戦。秋田県代表能代工業と香川県代表尽誠学園の一戦である。

第１Ｐ、お互いオールコートマンツーマンで試合開始。能代工業は長身の＃５のシュートで口火をきる。対する尽

誠学園は＃５の３連続３Ｐや、＃８のアグレッシブなリバウンドからの得点により、一気に流れを引き寄せる。たま

らず、能代工業はタイムアウトを要求。タイムアウトの直後、尽誠学園の＃５のドライブインが決まり、流れを切る

ことができないかと思いきや能代工業＃８の３Ｐから流れは能代工業に。第１Ｐを２２対２５と尽誠学園リードで終

える。

第２Ｐ、能代工業は、第１Ｐ終盤からおこなっている２－２－１ゾーンプレスからの２－３ゾーンを引き続きおこなう。

この能代工業のディフェンスを攻め崩すことができず、尽誠学園の得点が止まる。この間に＃７の３Ｐなどで能代

工業が逆転に成功する。このままでは終われない尽誠学園も＃１１の２本の３Ｐなどで食らいつく。終了間際、能

代工業の必死のディフェンスから得たチャンスを＃７が得点し、３９対３６と能代工業がリードして終える。

第３Ｐ、尽誠学園＃１１の３Ｐで、すかさず同点にする。能代工業も＃４が３Ｐを入れ、ここから一進一退の攻防と

なる。残分２分、＃４が２連続で得点する。さらに第２Ｐ同様、終了間際、能代工業＃７が得点し、能代工業が５８

対４９とリードして終える。

第４Ｐ、開始直後尽誠学園＃８の得点と＃５の３Ｐで、追い上げムードをつくる。ここで能代工業がゾーンプレスを

厳しくする。これに尽誠学園は、ミスが続けて出てしまう。ここでたまらずタイムアウトを要求。しかし、能代工業は

流れを渡さない。尽誠学園も意地をみせ、＃５と＃１３の４連続３Ｐを決めるも力及ばず、能代工業が９６対７９で

準々決勝へ駒を進めた。

31b2



個人トータル表

男　子 平成27年7月30日 11:40 開始

２回戦

◎ 9 24
81 24 13 76

32 19
16 20

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 盛實　海翔 13 3 2 0 1 4 松井　祐樹 2 0 1 0 2

* 5 中村　碧杜 0 0 0 0 2 * 5 双和　亮太 4 0 2 0 2 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 斉藤　大輔 16 0 8 0 2 * 6 嶋津　友稀 16 1 4 5 1 TeamA 11:57 19:09 33:34 : : : : : :

* 7 小室　望海 40 5 10 5 2 * 7 金子　隆太 12 3 1 1 3 TeamB 15:10 18:13 28:56 35:21 38:10 : : : :

* 8 大髙　祐哉 6 2 0 0 3 * 8 吉田　龍史 9 0 4 1 0

9 髙畑　陸 6 0 2 2 2 9 増原　貴志 2 0 1 0 0

10 金久保　翔 - - - - - 10 朴　貴成 - - - - -

11 柴田　一真 - - - - - 11 小川　亮太 0 0 0 0 1

12 冨樫　優汰 - - - - - 12 柳原　捷壱 - - - - -

13 植村　太一 - - - - - 13 那須　勇太 3 1 0 0 1

14 山田　柊人 - - - - - 14 能登　慎也 - - - - -

15 児玉　海渡 - - - - - * 15 西野　曜 28 1 12 1 2

ｺｰﾁ 栄田　直宏 0 ｺｰﾁ 大森　健史 0

Aｺｰﾁ 杉沢　政 Aｺｰﾁ 三星　佳史

合　　　計 81 10 22 7 12 合　　　計 76 6 25 8 12

　　主審： 岩尾　圭治

　　副審： 和田　敏文

戦評： 記録： 南陽高校

３・４Ｐ

近畿大学附属

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｄ

2nd

島津アリーナ

1st

井上　恵理

１・２Ｐ

（大阪府）

県立能代工業

（秋田県）

3rd
4th
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得点経過 県立能代工業 近畿大学附属

〔 戦 評 〕
両チームハーフコートマンツーマンでゲーム開始。

第１Ｐ、序盤緊張のためか、能代工業は＃９のドライブインなど積極的に仕掛けるも得点につながらず、一

方、近大付属は＃６を中心としたスピードある攻撃を繰り広げ、９対２４で近大附属がリードする。

第２Ｐ、能代工業は２－３ゾーンに変え反撃を図るが、近大附属の攻撃を止められず、開始２分で前半最

初のタイムアウト。タイムアウト後、能代工業は前からプレッシャーをかけ出し、＃７の３Ｐやジャンプシュート

により流れを掴む。ここでたまらず近大附属が前半最初のタイムアウト。しかし、その後も能代工業のドライ

ブイン、パスカットから速攻や＃７の３Ｐで得点を重ね一気に追い上げ３３対３７、近大附属４点リードで前半

終了。

第３Ｐ、両チーム果敢に攻め３Ｐや速攻で得点を取り合い、激しい攻防が続く。残り２分、能代工業が逆転

に成功すると＃７、＃９が得点を広げ、たまらず近大附属後半最初のタイムアウト。タイムアウト後も能代工

業の勢いは止まらず能代工業の９点リードで第３Ｐを終える。

第４Ｐ、能代工業は２－３ゾーン、近大附属は２－３ゾーンとハーフコートマンツーマンで仕掛ける。開始４

分、近大附属＃１５のリバウンドシュートなどで得点を４点差まで縮める。しかし能代工業＃４、＃８の３Ｐが

決まり再び１０点差が開き、近大附属が後半２回目、残り２分で３回目のタイムアウトをとる。タイムアウト後、

近大附属はオールコートマンツーマンプレスに変え、＃７も３Ｐを決めるもあと一歩及ばず、８１対７６で能代

工業が勝利した。
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個人トータル表

男　子 平成27年7月29日 11:10 開始

１回戦

◎ 26 12
122 22 22 80

32 18
42 28

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 盛實　海翔 41 4 14 1 2 4 鷲本　将吾 2 0 1 0 0

5 中村　碧杜 10 0 5 0 3 5 関本　和也 2 0 1 0 1 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 斉藤　大輔 12 0 5 2 2 6 山本　拓哉 - - - - - TeamA : : : : : : : : :

* 7 小室　望海 14 2 4 0 1 7 木村　亮太 - - - - - TeamB 5:17 17:48 23:24 : : : : : :

* 8 大髙　祐哉 9 1 3 0 0 8 小林　幹 0 0 0 0 0

* 9 髙畑　陸 12 0 6 0 4 * 9 中尾　征樹 7 1 1 2 3

10 金久保　翔 4 0 2 0 2 * 10 山本　慎之介 19 0 7 5 4

11 柴田　一真 2 0 0 2 0 * 11 松田　海渡 13 1 5 0 0

12 冨樫　優汰 2 0 1 0 0 * 12 大山　亮太 10 0 4 2 2

13 植村　太一 13 3 2 0 2 * 13 西岡　晃司 27 3 7 4 3

14 山田　柊人 3 1 0 0 0 14 大越　遥 0 0 0 0 0

15 児玉　海渡 - - - - - 15 児島　怜治 - - - - -

ｺｰﾁ 栄田　直宏 0 ｺｰﾁ 大和　友哉 0

Aｺｰﾁ 杉沢　政 Aｺｰﾁ 丸山　直樹

合　　　計 122 11 42 5 16 合　　　計 80 5 26 13 13

　　主審： 遠藤　大輔

　　副審： 江取　大介

戦評： 記録： 南陽高校村井　咲栄

１・２Ｐ

（奈良県）

県立能代工業

（秋田県）

3rd
4th

３・４Ｐ

奈良育英

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｄ

2nd

島津アリーナ

1st
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得点経過 県立能代工業 奈良育英

〔 戦 評 〕

インターハイ常連校の能代工業と、２０年ぶりのインターハイ出場となった奈良育英の一戦。

能代工業はオールコートマンツーマンディフェンス、奈良育英はハーフコートマンツーマンディフェンスでゲームスタート。

第１Ｐ、能代工業の得点からスタート。奈良育英のディフェンスに対して3Ｐシュートも積極的に打つことでディフェンスを

引き寄せ、ドライブからの合わせで攻めこむ。対する奈良育英は少し硬さがみられるものの、＃10のポストプレイを中心

に展開する。ただ、能代工業の常にインターセプトを狙うディフェンスを攻めきれず、なかなかセットオフェンスに持ち込め

ないまま１４点差能代工業リードで終了。

第２Ｐ、硬さのとれてきた奈良育英は速いパス回しの中からノーマークを作り出し、ジャンプシュート、バックシュートで

加点する。対する能代工業はトラベリングが多く、シュートチャンスを逃す。高さを生かしてリバウンドがよく取れるもの

の、多くのジャンプシュートがリングに嫌われ引き離せず、４８対３４の１４点差能代工業リードで前半終了。

第３Ｐ、奈良育英の＃１０がポストアップ後、外に広がり３Ｐシュートも狙い始めるが得点につながらない。＃１１が懸命

にボックスアウトをするものの、能代工業のボールに対する執着心にかなわず、セカンドシュートのチャンスがつかめな

い。対する能代工業はトラベリングに対する修正もなされ、コンスタントに得点を重ねる。＃４のポストプレイ、外角からの

シュートがよく決まり、引き離しにかかり２８点差能代工業リードで終了。

第４Ｐ、能代工業のワンパス速攻が面白いように決まる。一方疲れの見えはじめた奈良育英は、＃１２、＃１３の積極

的なドライブでチャンスをうかがうものの万事休す。１２２対８０の４２点差で能代工業の勝利。

試合中、コート整備のために試合が一時中断した。能代工業は真っ先にコート整備に動いていた。この意識が強豪校

といわれる要因の一つではないだろうか。また、奈良育英は２年生主体の若いチームでつかみ取ったインターハイ出

場。この一戦を力に変えてぜひ次に生かしてほしい。両チームの健闘を讃えたい。

29d2


